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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成28年7月7日(2016.7.7)

【公開番号】特開2015-225741(P2015-225741A)
【公開日】平成27年12月14日(2015.12.14)
【年通号数】公開・登録公報2015-078
【出願番号】特願2014-108759(P2014-108759)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/525    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/505    (2010.01)
   Ｃ０１Ｇ  53/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    4/525    　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/505    　　　　
   Ｃ０１Ｇ   53/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成28年5月24日(2016.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記一般式（１）で表される層状構造を有する六方晶系リチウムニッケルコバルトマン
ガン複合酸化物及びホウ素化合物からなる非水系電解質二次電池用正極活物質であって、
　前記リチウムニッケルコバルトマンガン複合酸化物は、一次粒子が凝集した二次粒子で
構成され、少なくとも該一次粒子表面の一部にリチウムを含む前記ホウ素化合物が存在し
ており、
　前記リチウムニッケルコバルトマンガン複合酸化物中のニッケル、コバルト、マンガン
、モリブデンおよびＭの原子数の和（Ｍｅ）と、前記正極活物質中のホウ素（Ｂ）の原子
数との比（Ｂ／Ｍｅ）が、０．００１～０．０５であることを特徴とする非水系電解質二
次電池用正極活物質。
　Ｌｉ１＋ｓＮｉｘＣｏｙＭｎｚＭｏｔＭｗＯ２・・・（１）
（－０．０５≦ｓ≦０．２０、ｘ＋ｙ＋ｚ＋ｔ＋ｗ＝１、０．１≦ｘ≦０．７、０．１≦
ｙ≦０．５、０．１≦ｚ≦０．５、０．０００３≦ｔ≦０．０５、０≦ｗ≦０．０５、Ｍ
は、Ｃａ、Ｍｇ、Ａｌ、Ｔｉ、Ｖ、Ｃｒ、Ｚｒ、Ｎｂ、Ｈｆ、Ｔａから選択される１種以
上の元素である。）
【請求項２】
　前記二次粒子の平均粒径が３μｍ～２０μｍであることを特徴とする請求項１に記載の
非水系電解質二次電池用正極活物質。
【請求項３】
　前記一次粒子の平均粒径が０．２μｍ～０．５μｍであることを特徴とする請求項１又
は２に記載の非水系電解質二次電池用正極活物質。
【請求項４】
　前記二次粒子の粒度分布の広がりを示す指標である〔（ｄ９０－ｄ１０）／平均粒径〕
が０．６０以下であることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の非水系電解質二
次電池用正極活物質。
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【請求項５】
　前記二次粒子が、粒内に中空部を有する中空構造となっていることを特徴とする請求項
１～４のいずれかに記載の非水系電解質二次電池用正極活物質。
【請求項６】
　一般式：ＮｉｘＣｏｙＭｎｚＭｏｔＭｗ（ＯＨ）２＋α（ｘ＋ｙ＋ｚ＋ｔ＋ｗ＝１、０
．１≦ｘ≦０．７、０．１≦ｙ≦０．５、０．１≦ｚ≦０．５、０．０００３≦ｔ≦０．
０５、０≦ｗ≦０．０５、０≦α≦０．５、Ｍは、Ｃａ、Ｍｇ、Ａｌ、Ｔｉ、Ｖ、Ｃｒ、
Ｚｒ、Ｎｂ、Ｈｆ、Ｔａから選択される１種以上の元素）で表されるニッケルコバルトマ
ンガン複合水酸化物粒子を得る晶析工程と、
　前記ニッケルコバルトマンガン複合水酸化物粒子に、リチウム以外の金属元素の原子数
の合計に対するリチウムの原子数の比が０．９５～１．２０となるように、リチウム化合
物を混合してリチウム混合物を得るリチウム混合工程と、
　得られたリチウム混合物を、酸化性雰囲気中において、８００～１０００℃の焼成温度
で５～２０時間保持して焼成することにより、リチウムニッケルコバルトマンガン複合酸
化物粒子を得る焼成工程と、
　前記リチウムニッケルコバルトマンガン複合酸化物粒子にホウ素原料を混合してホウ素
混合物を得るホウ素混合工程と、
　前記ホウ素混合物を、酸化性雰囲気中において３００℃～５８０℃の温度で熱処理する
熱処理工程と、
　を備える請求項１～５のいずれかに記載の非水系電解質二次電池用正極活物質の製造方
法。
【請求項７】
　前記ホウ素原料が、酸化ホウ素および／またはホウ素のオキソ酸であることを特徴とす
る請求項６に記載の非水系電解質二次電池用正極活物質の製造方法。
【請求項８】
　前記ホウ素原料が、オルトホウ酸であることを特徴とする請求項７に記載の非水系電解
質二次電池用正極活物質の製造方法。
【請求項９】
　前記焼成工程で得られたリチウムニッケルコバルトマンガン複合酸化物粒子を解砕する
解砕工程をさらに備えることを特徴とする請求項６～８のいずれかに記載の非水系電解質
二次電池用正極活物質の製造方法。
【請求項１０】
　正極と、負極と、セパレータと、非水系電解質とを備え、前記正極の正極材料として、
請求項１～５のいずれかに記載の非水系電解質二次電池用正極活物質を用いたことを特徴
とする非水電解質二次電池。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
（１－ｅ）電池特性
　本発明の正極活物質は、例えば、２０４２コイン型非水系電解質二次電池の正極に用い
た場合、－３０℃という極低温環境において正極抵抗の値が７Ω／ｃｍ２以下であること
が好ましく、より好ましくは６．５Ω／ｃｍ２以下、さらに好ましくは６．０Ω／ｃｍ２

以下となる。また、５０℃という高温環境において正極抵抗の値が０．４Ω／ｃｍ２以下
であることが好ましく、より好ましくは０．３５Ω／ｃｍ２以下、さらに好ましくは０．
３Ω／ｃｍ２以下となる。したがって、従来の正極活物質と比較して極低温環境から高温
環境まで電池の正極活物質として用いられた際に高い出力特性が得られる。特に極低温環
境において高い出力特性が得られるため、電気自動車に搭載される非水系電解質二次電池
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用の正極活物質として優れたものである。
　また、本発明の正極活物質は、例えば、２０４２コイン型非水系電解質二次電池の正極
に用いた場合、初期放電容量が１６０ｍＡｈ／ｇ以上であることが好ましく、より好まし
くは１６５ｍＡｈ／ｇ以上である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
【表１】
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